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5月臨時会�5月臨時会�5月臨時会�

6月定例会�6月定例会�6月定例会�

耐震補強建築工事がおこなわれる「西志津小学校」耐震補強建築工事がおこなわれる「西志津小学校」

一般会計補正予算など１９議案を可決一般会計補正予算など１９議案を可決

議長に　 櫻井道明議員
副議長に 兒玉正直議員 を選出

議長選挙の結果

○櫻井道明　１３票

　川名部実　８票

　白　　票　９票

副議長選挙の結果

○兒玉正直　１６票

　白　　票　１３票

　５月臨時会を５月１５日と２５日に開催しました。
　１５日には「平成２１年度佐倉市一般会計補正予算」など議案１０件
が提出され、すべて原案のとおり可決・承認・同意しました。
　さらに、正・副議長の選挙を行い、議長に櫻井道明議員、副議
長に兒玉正直議員を選出、その他各組合議会議員の選挙、各常任
委員、議会運営委員の選任を行いました。
　２５日には「一般職職員の給与に関する条例等の一部を改正する
条例制定について」の議案１件、「議会の議員の議員報酬及び費用
弁償等に関する条例の一部を改正する条例」の議員発議１件を審
議し、２件とも原案のとおり可決しました。

　６月定例会は、６月８日から２９日までの２２日間にわたり開催しました。
今定例会では、「佐倉市総合計画審議会条例の一部を改正する条例制定に
ついて」など議案１６件、諮問３件が提出され、すべて原案のとおり可決
・同意しました。
　請願・陳情については『佐倉市に「ファミリーサポートセンター」事
業を早急に実施することを求める請願』など６件、議員発議については
「志津公民館の早期改築を求める決議」など１４件を提出し審議しました。
　一般質問には、各会派の代表質問に７人、個人質問に１１人が登壇し、
市政について広範囲の質問を行いました。

 櫻井  道  明 　議長
さくらい みち あき

第５３代議長。平成１５年
４月初当選以来、連続
２期。第４９代副議長を
務める。
（所属会派：さくら会）

 兒  玉  正 直   　副議長
こ だま まさ なお

第５１代副議長。平成１５
年４月初当選以来、連
続２期。
（所属会派：日本共産党）

５月２５日臨時会の議案と議決結果
市長提出議案 ※丸数字は議案番号

○原案可決

①一般職職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定について
平成２１年６月に支給する一般職の職員の期末手当及び勤勉手当について、５月１日付
け人事院勧告及び５月１５日付け千葉県人事委員会勧告に準じ、暫定的な措置として支
給月数の一部を凍結する特例措置を講ずるほか、特別職の職員等についても同様の措
置を講ずるもの。内容は、一般職の職員の期末手当０.１５月分及び勤勉手当０.０５月分の
減、特別職の職員の期末手当０.２月分の減など。

議 員 発 議 ※丸数字は議案番号
○原案可決①議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例

５月１５日臨時会の議案と議決結果
・右欄は本会議の議決結果　　◎全員賛成、○賛成多数

市長提出議案 ※丸数字は議案番号

○原案可決

①平成２１年度佐倉市一般会計補正予算
歳入歳出それぞれ１億８１２万３０００円の増額補正を行うもので、予算総額は３７０億７９６８万
３０００円。内容は、千葉県の「緊急雇用創出事業」及び「ふるさと雇用再生特別基金事
業」を活用した当市が行う身体障害者相談支援委託事業、文化財収蔵資料整理事業な
どに要する経費の追加。

◎原案可決

②佐倉市手数料条例の一部を改正する条例制定について
長期優良住宅の普及の促進に関する法律が平成２１年６月４日から施行されることに伴
い、同法に基づく長期優良住宅建築等計画認定などの審査手数料を新たに定めようと
するものなど。

◎原案可決
③佐倉市交通安全条例の一部を改正する条例制定について
佐倉市交通安全対策協議会の委員委嘱区分から市議会議員を削除するとともに、委員
の総数を２０人から１７人に削減するもの。

◎原案可決④佐倉市災害共済条例の一部を改正する条例制定について
佐倉市災害共済審査委員会の委員委嘱区分から市議会議員を削除するもの。

◎原案可決⑤佐倉市青少年問題協議会設置条例の一部を改正する条例制定について
佐倉市青少年問題協議会の委員委嘱区分から市議会議員を削除するものなど。

◎原案可決
⑥佐倉市営住宅管理条例の一部を改正する条例制定について
佐倉市営住宅管理運営委員会の委員委嘱区分から市議会議員を削除するほか、市職員
を削除するもの。

○承 認

⑦専決処分の承認を求めることについて
佐倉市税賦課徴収条例等の一部を改正する条例制定であり、地方税法等の改正に伴
い、平成２１年度評価替えに当たる平成２１年度から平成２３年度までの土地に係る固定資
産税について、平成２０年度以前に引き続き負担水準のばらつきを解消するため、現行
の負担調整措置に基づき負担の均衡化を図る措置を継続するものなど。

○承 認

⑧専決処分の承認を求めることについて
佐倉市都市計画税条例の一部を改正する条例制定であり、地方税法の改正に伴い、平
成２１年度から平成２３年度までの土地に係る固定資産税の負担調整措置と同様の措置を
講じたもの。

○承 認

⑨専決処分の承認を求めることについて
全額国庫補助で平成２０年度中に市町村へ交付される予定であった子育て応援特別手当
支給費用のうち、事務費分を除く手当分の２０パーセント相当が平成２１年度に交付され
ることとなったため、平成２１年度予算に１６５６万円の追加補正を行ったもの。

◎同　　意⑩監査委員の選任について
議員のうちから選任する監査委員に押尾豊幸議員を選任するもの。

　佐倉市議会“議会改革”について　

　議会改革特別委員会は、市民に開かれた議会を目指し、議
会改革へ向けた検討を継続して行っています。
　６月末、議会情報の公開性を高めるため、市議会だよりへ
の議案に対する賛否の掲載等、紙面の拡充の検討を議長に申
し入れました。
　また、議会基本条例の制定に向け、先進市である所沢市議
会への行政視察を計画しています。
　
《議会改革特別委員会》　平成２１年３月２４日設置
　森野　正（委員長）　冨塚　忠雄（副委員長）　
　入江　晶子　兒玉　正直　藤崎　良次　押尾　豊幸　望月　清義

　

議
員
と
し
て
、
地
方

自
治
の
伸
張
、
発
展
と

市
政
の
向
上
、
振
興
に

貢
献
さ
れ
た
功
績
に
対
し
、

次
の
議
員
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

◆
全
国
市
議
会
議
長
会
よ
り

一
般
表
彰
議
員
在
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年
１０
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良
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市
政
に
関
す
る

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
議
案
に
関
係
な
く
、
市
政
全
般
に
わ

た
り
質
問
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

６
月
定
例
会
で
は
、　

日
か
ら　

日
ま
で
の
４
日
間
に
わ
た
り
、

１５

１８

一
般
質
問
を
行
い
、
市
政
に
対
し
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
そ
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

代
表
質
問

一
般
質
問

用語解説

※【スクール・ニューディール構想】
４月に政府が経済危機政策におい
て提唱。２１世紀の学校にふさわし
い教育環境の抜本的充実を図る。
今後３年程度で、全国公立小中学
校に対し、耐震化、エコ化、ＩＣ
Ｔ化を進める。地域活性化・経済
危機対策臨時交付金の活用が可能
である。

三
地
区
は
同
時
運
行
を
目
指
す
べ
き

だ
。
②
仮
に
一
地
区
に
絞
っ
た
場
合

は
残
り
二
地
区
も
地
域
公
共
交
通
活

性
化
の
法
定
協
議
会
の
三
年
間
の
中

で
運
行
が
で
き
る
様
に
す
べ
き
だ
。

③
運
行
計
画
策
定
に
必
要
な
基
礎
調

査
は
三
地
区
全
て
や
る
べ
き
だ
。
④

運
行
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の

様
に
な
る
の
か
。
⑤
志
津
北
部
地
区

の
志
津
駅
か
ら
の
運
行
ル
ー
ト
は
ユ

ー
カ
リ
が
丘
駅
を
折
り
返
し
地
点
に

す
べ
き
だ
。

■答
 
　

①
市
の
財
政
が
厳
し
い
た
め
三

地
区
同
時
は
困
難
。
一
地
区
限
定
し

て
三
年
間
、
国
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
等

を
受
け
る
こ
と
で
、
地
区
の
実
情
に

即
し
た
効
率
的
な
事
業
実
施
を
目
指

す
。
②
先
行
し
て
進
め
る
事
業
の
実

施
状
況
と
市
の
財
政
状
況
を
鑑
み
、

三
年
間
の
う
ち
で
結
論
を
出
し
て
い

き
た
い
。
③
三
地
区
同
時
に
行
う
。

④
今
年
度
は
地
域
公
共
交
通
総
合
連

携
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
、
国
へ

計
画
認
定
の
申
請
を
し
、
来
年
度
は

こ
の
計
画
に
基
づ
い
た
事
業
を
実
施

し
て
ま
い
り
た
い
。
⑤
運
行
地
区
と

の
協
議
を
行
い
、
ご
意
見
を
聞
く
中

で
再
度
検
討
す
る
。
既
存
の
民
間
路

線
と
競
合
す
る
ル
ー
ト
に
な
る
場
合

は
、
既
存
運
行
事
業
者
と
の
協
議
も

必
要
と
な
る
の
で
ご
理
解
願
い
た
い
。

こ
の
間
、
自
ら
掲
げ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
実
現
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
き
た
の
か
、
自
己
評
価
と
今
後
の

市
政
運
営
に
対
す
る
決
意
を
聞
き
た

い
。

■答
 
　

福
祉
重
視
の
視
点
か
ら
、
学
童

保
育
所
の
増
設
、
診
療
所
機
能
を
持

っ
た
福
祉
施
設
の
誘
致
、
あ
る
い
は

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
拡
大
な
ど
、

福
祉
施
策
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
。

ま
た
、
将
来
を
見
据
え
た
都
市
基
盤

の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
有

建
築
物
の
管
理
に
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
導
入
す
る
な
ど
、
行

政
運
営
の
効
率
化
も
進
め
て
き
た
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
財
政
状

況
で
は
あ
る
が
、
行
財
政
改
革
を
進

め
な
が
ら
、
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ

る
志
津
霊
園
問
題
を
は
じ
め
、
私
の

政
治
信
条
で
あ
る
福
祉
、
教
育
、
環

境
と
い
っ
た
分
野
を
中
心
に
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
。

政
治
姿
勢
に
つ
い 

て■問
 
　

市
長
は
、
平
成

　

年
４
月
に
就
任
し

１９て
以
来
、
３
年
目
の

年
を
迎
え
て
い
る
。

働
き
か
け
問
題
に

つ
い
て

　

市
職
員
に
対
す
る

議
員
に
よ
る
不
当
な

「
働
き
か
け
」
問
題

に
つ
い
て
、
２
月
議

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て

■問
 
　

市
長
は
、
先
の
２
月
議
会
に
お

い
て
、
費
用
対
効
果
や
財
政
状
況
を

挙
げ
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発

行
は
難
し
い
と
の
見
解
で
あ
っ
た
。

厳
し
い
経
済
情
勢
の
下
、
近
隣
市
を

含
め
、
全
国
の
半
数
以
上
に
あ
た
る

９
７
４
の
市
区
町
村
に
お
い
て
は
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
が
発
行
さ
れ
る

よ
う
で
あ
る
。佐
倉
市
に
お
い
て
も
、

市
民
の
消
費
意
欲
を
刺
激
し
て
地
域

経
済
を
後
押
し
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
を
発
行
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

■答
 
　

２
月
議
会
の
時
点
に
お
い
て
は
、

財
源
や
実
施
主
体
の
問
題
を
含
め
、

地
元
商
店
会
な
ど
に
、
機
運
の
高
ま

り
と
自
発
的
な
取
り
組
み
が
な
け
れ

ば
、
結
果
的
に
経
済
効
果
に
結
び
つ

か
な
い
と
の
思
い
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、
去
る
５
月
に
、
商
工
会
議
所
か

ら
提
出
を
受
け
た
要
望
で
は
、
個
別

店
舗
の
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
や
、
工
夫

を
こ
ら
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発

行
の
措
置
が
示
さ
れ
た
。
市
民
へ
の

還
元
効
果
も
期
待
で
き
る
内
容
で
あ

る
こ
と
や
、
国
の　

年
度
１
次
補
正

２１

で
、
予
算
措
置
の
目
途
が
立
っ
た
こ

と
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
実
施
し

て
い
く
。

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

■答
 
　

厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
る
が
、

資
源
回
収
活
動
に
継
続
し
て
取
り
組

め
る
よ
う
、
団
体
へ
の
報
償
金
と
回

収
業
者
に
対
す
る
奨
励
金
と
も
引
き

上
げ
の
方
向
で
進
め
て
い
く
。

会
に
引
き
続
き
質
問
す
る
。

■問
 
　

不
当
な
「
働
き
か
け
」
か
ら
職

員
を
ど
の
よ
う
に
し
て
守
る
か
。

■答
 
　

不
当
な
「
働
き
か
け
」
を
受
け

て
い
る
、
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
、
千
葉
県
警
察
か
ら
派
遣
さ
れ
た

警
察
官
を
同
席
さ
せ
て
対
応
す
る
。

警
察
官
が
同
席
で
き
な
い
と
き
は
、

複
数
の
職
員
で
対
応
し
、
録
音
等
を

行
う
こ
と
で
、
客
観
的
な
事
実
と
し

て
記
録
す
る
。
ま
た
、
訴
訟
が
提
起

さ
れ
た
よ
う
な
場
合
は
組
織
を
挙
げ

て
対
応
す
る
。
さ
ら
に
、
訴
訟
費
用

を
補
助
す
る
制
度
の
検
討
や
、
告
訴

・
告
発
等
の
効
果
的
な
対
抗
措
置
を

講
ず
る
た
め
専
門
家
を
交
え
た
委
員

会
等
の
設
置
な
ど
を
進
め
る
。

■問
 
　

佐
倉
市
情
報
公
開
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
、
国
の
法
律
と
の
整

合
性
は
図
ら
れ
て
い
る
の
か
、伺
う
。

■答
 
　

佐
倉
市
で
は
、国
に
先
駆
け
て
、

平
成
８
年　

月
か
ら
情
報
公
開
条
例

１０

を
施
行
し
て
い
る
。
平
成　

年
施
行

１３

の
国
の
法
律
で
は
適
用
を
受
け
る
機

関
は
国
の
機
関
と
し
、
地
方
公
共
団

体
は
該
当
し
て
い
な
い
。
一
方
、
こ

の
法
律
は
地
方
公
共
団
体
が
保
有
す

る
情
報
の
公
開
に
努
め
る
こ
と
を
規

定
し
て
い
る
。
そ
の
一
層
の
公
開
を

図
ろ
う
と
す
る
法
律
の
趣
旨
に
合
わ

せ
、
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

資
源
回
収
と
ゴ
ミ
減
量
化
に
つ
い
て

■問
 
　

子
ど
も
会
や
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
に
よ
り
資
源
の
回
収
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
活
動
は
リ
サ
イ

ク
ル
意
識
を
高
め
、
ゴ
ミ
の
減
量
化

や
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
も
つ
な
が

る
有
意
義
な
活
動
で
あ
り
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
子
ど
も
た
ち
の
環

境
教
育
と
な
る
す
ぐ
れ
た
地
域
活
動

と
評
価
し
て
い
る
。
市
で
は
、
古
紙

類
の
市
場
価
格
が
高
騰
し
た
と
い
う

理
由
で
平
成　

、　

年
度
に
報
償
金

１７

１８

を
大
幅
に
減
額
し
て
い
る
。
価
格
が

下
落
し
て
い
る
現
在
、
資
源
回
収
活

動
が
安
定
的
に
継
続
で
き
る
よ
う
、

直
ち
に
報
償
金
の
見
直
し
を
す
べ
き

緊
急
を
要
す
る
方
が
入
所
で
き
て
い

桐生政広

さくら会

保
育
園
待
機
児
童

を
解
消
す
る
た
め

の
早
急
な
取
り
組

み
に
つ
い
て

■問
 
　

①
入
園
希
望
者

が
急
増
し
て
い
る
が
、

地
域
公
共
交
通
会

議
に
つ
い
て

■問
 
　

①
交
通
不
便
地

区
と
し
て
の
整
備
優

先
地
域
で
あ
る
和
田
、

弥
富
、
志
津
北
部
の

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
２
階
市
政
資
料
室
・
市
内
各
図
書
館
に

て
会
議
録
（
９
月
上
旬
発
行
予
定
）
の
閲
覧
、
ま
た
は
、
佐
倉
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
（
９
月
配
信
予
定
）
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

制
度
の
趣
旨
を
生
か
す
た
め
に
、
運

用
の
改
善
を
求
め
る
。

■答
 
　

条
例
お
よ
び
規
則
に
基
づ
く
補

助
制
度
で
あ
り
、
資
格
基
準
の
弾
力

的
運
用
を
行
う
と
可
否
判
断
が
不
統

一
と
な
る
た
め
、
今
後
と
も
一
定
基

準
の
も
と
に
交
付
を
行
う
。

学
童
保
育
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

■問
 
　

慢
性
的
な
職
員
不
足
の
原
因
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
。
過
密
状
態
で
ケ

ガ
の
心
配
も
あ
る
。
職
員
の
配
置
数

見
直
し
、
正
規
職
員
の
採
用
、
学
校

や
父
母
と
の
交
流
等
に
つ
い
て
問
う
。

■答
 
　

正
規
職
員
の
配
置
に
つ
い
て
は

職
員
数
の
縮
減
を
進
め
て
い
る
中
で

あ
り
困
難
だ
。
保
護
者
・
学
校
と
の

連
携
は
大
切
で
あ
り
、進
め
て
い
く
。

る
の
か
。
②
今
後
の
保
育
需
要
と
施

設
整
備
の
見
通
し
に
つ
い
て
。
③
待

機
児
童
が
認
可
外
保
育
園
に
入
園
す

る
場
合
に
保
育
料
の
助
成
を
す
る
な

ど
早
急
な
支
援
策
を
求
め
る
が
、
ど

う
か
。

■答
 
　

①
ひ
と
り
親
世
帯
や
別
居
中
、

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
場
合
な
ど

は
、
基
本
指
数
に
調
整
指
数
を
加
算

し
、
優
先
度
を
高
く
し
て
い
る
。
②

昨
年
度
実
施
し
た
ニ
ー
ズ
調
査
を
踏

ま
え
、
後
期
行
動
計
画
の
中
で
検
討

す
る
。③
引
続
き
検
討
課
題
と
す
る
。

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
と

ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
に
つ
い
て

■問
 
　

①
見
直
し
に
あ
た
り
住
民
意
見

が
十
分
反
映
さ
れ
る
方
策
を
考
え
て

い
る
か
。
②
佐
倉
の
文
化
・
景
観
等

を
生
か
し
た
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く

り
を
実
質
的
に
進
め
る
た
め
に
「
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
を
視
野
に
入
れ
た

独
自
の
取
組
み
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

■答
 
　

①
市
民
の
関
心
を
高
め
る
た
め

に
創
意
工
夫
を
し
な
が
ら
努
力
す
る
。

②
現
在
の
開
発
指
導
要
綱
な
ど
条
例

化
す
る
こ
と
で
機
能
が
さ
ら
に
向
上

す
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
は
検
討
を

進
め
た
い
。
地
方
分
権
の
中
、
自
治

体
独
自
の
ル
ー
ル
づ
く
り
は
不
可
欠

で
あ
り
、他
市
の
事
例
研
究
を
含
め
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

在　

％
支
給
で
あ
る
。
条
例
は　

％

７・５

７・５

で
あ
る
が
、
予
算
書
を
無
視
し
た
形

で
不
誠
実
に
超
過
支
出
し
て
、
問
題

な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
？

■答
 
　

２
月
議
会
で
審
議
さ
れ
条
例
改

正
し
、
適
正
に
支
給
し
て
い
る
。

■問
 
　

Ｈ　

年
度
佐
倉
市
特
定
健
康
診

２０

査
の
個
別
検
診
は
自
己
負
担
が
３
千

円
と
高
く
、
厚
労
省
内
部
で
も
有
名

の
よ
う
だ
。
血
糖
値
と
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
検
査
は
、
実
際
に
は
両
方
の
検
査

を
受
け
な
い
の
に
両
方
の
検
査
費
用

を
計
上
し
て
い
た
。
な
ぜ
か
？

■答
 
　

昨
年
度
の
受
診
実
績
に
よ
り
、

今
年
度
は
減
額
を
し
た
。

佐
倉
市
職
員
の
退
職
金
・
年
金

■問
 
　

厚
労
省
の
昨
年
１
月
の
民
間
企

業
退
職
金
調
査
で
は
、
大
卒　

年
以

３５

上
勤
務
の
定
年
退
職
で
１
７
６
４
万

円
で
あ
る
。
昨
年
度
佐
倉
市
定
年
退

職
者
平
均
は
２
７
９
９
万
円
で
あ
り
、

佐
倉
市
は
１
０
３
５
万
円
高
い
。
職

域
加
算
年
金
を
一
時
金
換
算
す
る
と

合
計
退
職
金
額
は
幾
ら
に
な
る
か
？

■答
 
　

数
字
の
一
人
歩
き
も
考
え
ら
れ

る
の
で
比
較
は
控
え
さ
せ
て
頂
く
。

■問
 
　

年
金
の
支
給
状
況
は
？

■答
 
　

一
昨
年
度
定
年
退
職
者
の
平
均

月
額
は
、
厚
生
年
金
相
当
部
分
で
約

萩原陽子

日本共産党

藤崎良次

佐倉市民
オンブズマン

冨塚忠雄

新社会党

森野　正

公 明 党

入江晶子

市民ネット
ワーク

平
和
施
策
に
つ
い
て

■問
 
　

平
和
市
長
会
議

へ
の
加
盟
に
よ
る
具

体
的
な
施
策
に
つ
い

て
伺
う
。

■答
 
　

当
市
の
目
指
す

給
付
金
の
支
給
が
決
ま
り
、
３
月
５

日
に
は
、
全
国
で
一
番
目
と
な
っ
た

青
森
県
西
目
屋
村
で
給
付
が
開
始
さ

れ
た
。
佐
倉
市
は
５
月　

日
に
給
付

２８

を
開
始
し
た
が
、
全
国
１
７
９
９
市

町
村
で
一
番
遅
い
給
付
開
始
と
な
っ

た
。
佐
倉
市
は
、
な
ぜ
一
番
遅
く
な

っ
た
の
か
。

■答
 
　

近
隣
市
町
村
な
ど
は
、
印
刷
な

ど
は
委
託
業
者
と
随
意
契
約
を
行
っ

た
が
、
当
市
は
一
般
競
争
入
札
を
行

い
、
契
約
ま
で
一
ヵ
月
程
度
必
要
と

な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
給
付
開
始
が

遅
く
な
っ
た
。

■問
 
　

先
の
国
の
補
正
予
算
の
中
で
、

 
ス
ク
ー
ル 
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
構
想

※が
示
さ
れ
、
学
校
校
舎
の
耐
震
化
、

太
陽
光
発
電
利
用
に
よ
る
省
エ
ネ
改

修
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業

（
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
・
電
子
黒
板
・

パ
ソ
コ
ン
等
の
整
備
）
に
一
兆
一
千

億
円
を
超
え
る
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

学
校
耐
震
化
の
前
倒
し
な
ど
積
極
的

に
こ
の
予
算
を
利
用
す
べ
き
で
あ
る

が
、
市
の
取
組
み
を
う
か
が
う
。

■答
 
　

校
舎
耐
震
化
に
つ
い
て
、
来
年

度
に
予
定
し
て
い
た
も
の
を
今
年
度

に
前
倒
し
、
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て
も
、
今
回

の
国
の
経
済
対
策
を
有
効
に
活
用
し
、

市
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
で
、
教

育
環
境
の
施
設
改
善
に
努
め
る
。

国
の
経
済
対
策
を
受

け
て
の
佐
倉
市
の

取
り
組
み
に
つ
い

て■問
 
　

昨
年
度
の
第
２

次
補
正
予
算
で
定
額

核
兵
器
廃
絶
と
世
界
の
恒
久
平
和
を

実
現
す
る
た
め
に
、
非
常
に
効
果
が

あ
る
と
判
断
し
加
盟
し
た
。
平
和
事

業
の
機
会
を
通
じ
て
核
兵
器
廃
絶
の

意
識
を
高
め
る
よ
う
工
夫
す
る
。
８

月
の
オ
ラ
ン
ダ
ツ
ア
ー
で
は
佐
倉
市

の
平
和
へ
の
取
組
み
を
ス
ピ
ー
チ
の

中
で
伝
え
た
い
。

奨
学
資
金
制
度
の
運
用
に
つ
い
て

■問
 
　

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
、

親
の
貧
困
を
子
ど
も
に
連
鎖
さ
せ
な

い
取
組
み
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

昨
年
度　

名
の
申
請
者
の
う
ち
成
績

５３

要
件
不
足
な
ど
の
理
由
で
６
名
却
下

さ
れ
た
が
、
予
算
は
残
っ
て
い
た
。

市
長
の
政
治
姿
勢 

に
つ
い
て

■問
 
　

現
予
算
書
で

は
、
市
職
員
地
域
手

当
が
７
％
と
記
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
現

　

万
５
千
円
、
職
域
年
金
相
当
部
分

１１で
約
２
万
３
千
円
、
合
計
約　

万
８

１３

千
円
で
あ
る
。

 �
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中
原
英
雄

志
津
霊
園
問
題
に
つ
い
て

■問
 
　

①
民
事
勝
訴
し
た
う
ち
未
回
収

５
億
１
千
万
余
の
回
収
の
目
処
は
？

②
開
通
ま
で
の
年
限
と
住
民
投
票
は
。

■答
 
　

①
石
の
宴
㈱
不
動
に
対
す
る
破

産
手
続
が
開
始
。
可
能
な
限
り
回
収

を
図
る
。
②
約
６
年
。
住
民
投
票
は

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

佐
倉
商
工
会
議
所
の
在
り
方

■問
 
　

会
員
数
の
減
少
、
組
織
率
が　
５０

%
を
割
る
現
状
で
の
、
佐
倉
商
工
会

議
所
の
在
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

■答
 
　

会
員
増
対
策
で
土
日
に
起
業
・

創
業
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
。
魅
力

あ
る
会
議
所
と
な
る
よ
う
期
待
す
る
。

低
負
担
・
高
福
祉
の
現
況

■問
 
　

公
約
で
掲
げ
て
い
た
が
、
高
福

祉
は
何
が
具
現
化
し
た
？
今
後
は
？

■答
 
　

来
春
開
所
に
向
け
整
備
中
の
診

療
所
併
設
の
特
養
の
誘
致
等
で
あ
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

公
明
党　

岡
村
芳
樹

地
域
活
動
の
充
実
に
向
け
た
取
組
み

■問
 
　

少
子
高
齢
化
・
核
家
族
化
が
進

む
中
、
地
域
活
動
を
核
と
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
支
え
合
い
が
今
後
益
々

大
切
と
な
る
。
地
域
活
動
を
支
援
し

充
実
さ
せ
る
取
り
組
み
は
？

■答
 
　

行
政
の
支
援
と
し
て
、
地
域
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
事
業
が
あ
る
。
原

則
一
小
学
校
区
単
位
だ
が
、
地
域
内

に
二
校
あ
る
場
合
、
自
治
会
を
二
分

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
近
隣

自
治
会
や
各
種
団
体
の
皆
様
と
と
も

に
設
立
さ
れ
、
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

■問
 
　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
活
動
の
充
実
に

向
け
た
支
援
策
と
し
て
、
構
成
団
体

一
律
同
じ
で
な
く
、
実
態
に
応
じ
て

増
額
助
成
を
図
る
べ
き
で
は
？

■答
 
　

会
員
数
要
件
や
助
成
支
援
等
を

含
め
要
綱
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

公
明
党　

小
須
田
稔

Ｊ
Ｒ
佐
倉
の
終
電
時
間
に
つ
い
て

■問
 
　

東
京
近
郊
の
他
の
路
線
と
比
べ
、

東
京
発
の
佐
倉
へ
の
最
終
電
車
は　
２２

時
台
で
１
時
間
早
い
。
他
の
路
線
と

同
じ　

時
台
発
に
で
き
な
い
か
。

２３

■答
 
　

６
月
の
総
武
本
線
対
策
部
会
で
、

①
通
勤
快
速
の
増
発
②
千
葉
駅
最
終

列
車
接
続
時
間
の
改
善
な
ど
の
要
望

事
項
が
決
定
さ
れ
た
。
市
民
の
利
便

性
確
保
に
向
け
て
努
め
て
い
く
。

ミ
レ
セ
ン
の
駐
車
場
に
つ
い
て

■問
 
　

一
階
駐
車
場
内
が
狭
く
駐
車
に

苦
労
し
て
い
る
。
駐
車
場
内
の
壁
に

鏡
等
の
補
助
を
取
付
け
、
駐
車
し
や

す
く
で
き
な
い
か
。
ま
た
第
二
駐
車

場
の
周
知
、
案
内
の
仕
方
は
？

■答
 
　

ご
提
案
の
鏡
な
ど
の
補
助
器
具

の
導
入
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
く
。

今
後
、
第
二
駐
車
場
の
案
内
表
示
を

設
置
す
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

公
明
党　

神
田
徳
光

自
殺
対
策
に
つ
い
て

■問
 
　

全
国
的
に
自
殺
の
予
防
を
取
り

組
む
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。
佐
倉

市
も
積
極
的
に
対
策
を
行
う
べ
き
と

考
え
る
。
平
成　

年
度
か
ら
心
の
健

２０

康
相
談
を
実
施
す
る
と
あ
っ
た
が
、

実
施
状
況
を
伺
う
。
ま
た
、
自
治
会

等
と
連
携
し
、
地
域
で
の
見
守
り
活

動
な
ど
推
進
し
て
は
い
か
が
か
。

■答
 
　

平
成　

年
度
事
業
と
し
て
、
精

２０

神
科
医
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
を
３

回
、
定
員　

人
で
実
施
。　

人
の
利

１２

１０

用
が
あ
っ
た
。
今
年
度
は
、
６
回
、

定
員　

人
分
に
拡
充
。
自
殺
対
策
は

２４

保
健
、
福
祉
、
市
民
生
活
に
ま
た
が

る
総
合
対
策
で
あ
る
の
で
、
関
係
部

署
の
連
絡
体
制
を
整
備
し
、
今
後
の

事
業
に
つ
い
て
検
討
、
計
画
す
る
。

そ
の
中
で
、
地
域
と
の
連
携
な
ど
も

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

伊
藤
壽
子

農
薬
殺
虫
剤
散
布
・
化
学
物
質
過

敏
症
（
Ｃ
Ｓ
）
問
題
に
つ
い
て

■問
 
　

公
共
施
設
、
保
育
園
、
学
校
等

で
の
農
薬
・
殺
虫
剤
等
の
使
用
状
況

は
各
担
当
課
で
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、

相
変
わ
ら
ず
有
機
リ
ン
農
薬
が
多
用

さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｓ
患
者
の
健
康
被

害
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
の
健
康
を

守
る
観
点
に
立
ち
、
情
報
共
有
と
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

■答
 
　

Ｉ
Ｐ
Ｍ
（
総
合
防
除
）
を
取
入

れ
た
病
害
虫
防
除
に
関
す
る
基
本
指

針
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
に
向
け
、
担

当
課
の
決
定
や
、
先
進
地
事
例
を
研

究
し
て
い
く
。
各
学
校
に
県
教
育
委

員
会
策
定
「
シ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
症
候

群
・
Ｃ
Ｓ
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
周

知
徹
底
し
、
殺
虫
剤
の
代
わ
り
と
し

て
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤
も
含
め
、
効
果

的
な
害
虫
防
除
を
研
究
し
て
い
く
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

五
十
嵐
智
美

市
民
の
利
用
し
や
す
い
公
共
施
設

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

■問
 
　

施
設
の
具
体
例
と
し
て
、
利
用

者
の
多
い
志
津
コ
ミ
セ
ン
の
ホ
ー
ル

は
音
響
が
悪
い
と
い
う
市
民
か
ら
声

が
改
修
前
か
ら
あ
る
。
ま
た
誰
も
が

使
え
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
し
て
の

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
の
設
置

は
統
一
基
準
が
な
く
施
設
に
よ
っ
て

仕
様
に
違
い
が
あ
る
が
、
各
施
設
で

対
応
と
い
う
状
況
。
全
て
の
公
共
施

設
の
管
理
・
運
営
を
担
当
ご
と
で
は

な
く
一
元
的
に
取
り
ま
と
め
て
対
応

し
、
市
民
の
声
を
反
映
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
い
か
が
か
。

■答
 
　

施
設
情
報
の
一
元
化
・
共
有
化

を
図
る
た
め
全
庁
で
共
有
で
き
る
保

全
情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
。

ま
た
、利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

次
の
設
計
に
生
か
し
て
い
く
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン　

上
ノ
山
博
夫

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に
つ
い
て

■問
 
　

バ
イ
オ
マ
ス
を
利
活
用
し
て
温

暖
化
防
止
、
循
環
型
社
会
形
成
に
努

め
る
「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」

の
作
成
、
実
現
に
取
り
組
む
べ
き
。

■答
 
　

し
尿
処
理
汚
泥
か
ら
堆
肥
を
、

剪
定
樹
木
か
ら
土
壌
改
良
剤
を
、
一

般
廃
棄
物
の
焼
却
か
ら
発
電
等
で
、

バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
て
い
る
。
全

体
の
構
想
、
シ
ス
テ
ム
作
り
に
つ
い

て
は
調
査
研
究
を
進
め
て
い
る
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
の
施
設
整
備
に

つ
い
て

■問
 
　

佐
倉
順
天
堂
記
念
館
の
ト
イ
レ

は
少
な
く
、
ま
ち
の
印
象
を
大
き
く

左
右
す
る
の
で
早
急
な
改
善
を
望
む
。

■答
 
　

県
指
定
文
化
財
だ
が
指
摘
の
よ

う
に
不
自
由
で
あ
る
の
で
県
と
協
議

し
、
和
式
か
ら
洋
式
に
変
更
し
て
見

学
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
た
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

公
明
党　

柏
木
惠
子

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ

い
て

■問
 
　

県
下　

市
が
実
施
の
フ
ァ
ミ
リ

２０

ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
佐
倉
市
で
の
早

期
実
施
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

■答
 
　
　

年
度
の
実
施
計
画
見
直
し
に

２１

お
い
て
、
財
政
状
況
を
勘
案
し
な
が

ら
実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
、
無
料
ク

ー
ポ
ン
に
つ
い
て

■問
 
　

国
の　

年
度
補
正
予
算
に
計
上

２１

さ
れ
た
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進

事
業
に
お
い
て
、
乳
が
ん
・
子
宮
が

ん
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
（
年

齢
設
定
あ
り
）な
ど
が
開
始
と
な
る
。

ス
ピ
ー
デ
ィ
な
交
付
と
受
診
率
向
上

へ
の
市
の
取
組
み
を
伺
う
。

■答
 
　

準
備
を
進
め
、
９
月
補
正
予
算

に
計
上
し
、
議
決
さ
れ
た
後
、
事
業

実
施
す
る
。
受
診
率
向
上
へ
向
け
、

広
報
誌
等
に
よ
り
啓
発
を
図
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

さ
く
ら
会　

山
口
文
明

精
神
障
害
者
対
策
を
ど
う
進
め 

る
か

■問
 
　

精
神
障
害
者
の
対
策
は
、
そ
の

他
の
障
害
福
祉
の
対
策
よ
り　

年
も

４０

立
ち
遅
れ
て
い
る
。
医
療
、
保
健
と

福
祉
の
有
機
的
な
連
携
体
制
を
確
立

す
る
た
め
に
、
市
で
は
、
今
後
ど
の

よ
う
に
推
進
し
て
い
く
か
。

■答
 
　

相
談
支
援
事
業
所
で
の
精
神
障

害
者
の
相
談
件
数
は
２
千
２
百
余
件

（
平
成　

年
度
）
と
大
幅
に
増
加
し

２０

て
き
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や

中村　孝治（さくら清友会）※
�政治姿勢　　　　　　　　　　　�健康福祉問題
�建設問題　　　　　　　　　　　�教育問題

桐生　政広（さくら会）※
�政治姿勢について　　　　　　　�福祉問題について
�環境問題について　　　　　　　�水道問題について
�教育問題について

森野　　正（公明党）
�国の経済対策への取り組みについて
�新型インフルエンザ対策について

入江　晶子（市民ネットワーク）
�保育園待機児童を解消するための早急な取り組みについて
�ひとり親家庭への支援の充実について
�都市マスタープランの見直しと今後のまちづくりのあり方について

萩原　陽子（日本共産党）
�平和市長会議加盟を活かした施策について
�セーフティネットの充実　
�子育ての不安と負担を軽減する施策について
�地域活性化・経済危機対策臨時交付金の活用について

藤崎　良次（佐倉市民オンブズマン）
�働きかけ問題、文書管理、特定健診等への市長の政治姿勢
�佐倉市職員退職金、年金等　　　�生活保護の適用

冨塚　忠雄（新社会党）
�地域公共交通会議について
�高齢者運転免許自主返納支援事業について
�高層建築物の建設に関する高さ制限について
�井野長割遺跡について

個
人
質
問

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆一 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆般 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆質 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆問 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆通 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆告 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆要 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆旨 

中原　英雄
�佐倉商工会議所と行政　　　　　�志津霊園区間の道路開通への問題
�低負担・高福祉の現況　
�前年度末退職職員が市の関連企業や団体への“天下り”があるかを問う

岡村　芳樹（公明党）
�地域活動の充実に向けた取り組みについて
�介護ボランティア制度の活用について
�障がい者施策について　　　　　�認知症対策について

小須田　稔（公明党）
�交通対策について　　　　　　　�子育て支援について
�公共施設の利便性について　　　�教育問題について

神田　徳光（公明党）
�自殺予防について　　　　　　　�児童虐待対策
�教育問題

伊藤　壽子（市民ネットワーク）
�市長の政治姿勢について
�農薬殺虫剤散布・化学物質過敏症問題について
�地域医療問題について

五十嵐　智美（市民ネットワーク）
�介護保険の現状と課題について
�市民の利用しやすい公共施設への取り組みについて
�自殺予防対策について

上ノ山　博夫（佐倉市民オンブズマン）
�市長声明等市長の政治姿勢について
�安心安全な生活の確保について

柏木　惠子（公明党）
�子育て支援について　　　　　　�がん検診率の向上について
�特定検診について

山口　文明（さくら会）
�福祉について　　　　　　　　　�バラ園について
�公文書館について　　　　　　　�教育について

勝田　治子（新社会党）
�男女平等参画社会に関する市民意識調査報告書と市の男女平等推進策について
�保育園の整備と保育サービスの充実について
�ファミリーサポートセンターの設置について
�子どもの医療費助成拡大について
�介護サービスの充実と介護サービス利用待機者の解消

工藤　啓子
�高齢者の福祉・介護問題について
�教職員の勤務実態調査について　�志津霊園道路問題
◎上記の通告内容は、佐倉市議会会議規則第６０条に基づき質問者から議長に
　文書で通告のあった内容を基に、大項目のみ掲載しています。

日
中
活
動
事
業
所
な
ど
の
利
用
も
増

加
し
て
い
る
中
で
、
精
神
障
害
者
に

特
化
し
た
相
談
事
業
を
、
今
年
６
月

よ
り
開
始
し
た
。
さ
ら
に
、
佐
倉
市

障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
の
中
に
、

精
神
障
害
者
に
対
す
る
支
援
の
仕
組

み
を
考
え
る
部
会
を
７
月
に
設
置
し
、

官
民
協
働
の
取
り
組
み
を
始
め
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

新
社
会
党　

勝
田
治
子

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

の
設
置
を
！

■問
 
　

核
家
族
化
が
進
む
中
、
厳
し
い

経
済
活
動
の
中
で
子
育
て
を
し
て
い

る
世
代
に
は
、
急
な
病
気
や
残
業
等

で
子
ど
も
を
預
け
る
事
が
で
き
る
と

い
う
安
心
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る
。

　

保
育
園
・
一
時
保
育
・
学
童
保
育

等
で
は
補
い
き
れ
な
い
保
育
需
要
に

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
早

期
実
現
を
求
め
具
体
的
計
画
を
問
う
。

■答
 
　

事
業
の
担
い
手
は
、
会
員
の
個

人
情
報
保
護
や
事
業
の
安
定
性
の
確

保
の
た
め
、
地
域
活
動
を
実
際
に
担

う
法
人
等
に
委
託
し
て
実
施
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
平
成　
２１

年
度
の
実
施
計
画
策
定
に
向
け
、
事

業
の
取
り
組
み
方
、
費
用
な
ど
、
さ

ら
に
、
利
用
料
、
登
録
料
、
対
象
年

齢
、
利
用
時
間
等
検
討
し
て
い
く
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

工
藤
啓
子

教
職
員
の
勤
務
実
態
に
つ
い
て

■問
 
　

月
平
均
の
超
過
勤
務
時
間
約　
４５

時
間
は
厚
労
省
の
時
間
外
労
働
の
限

度
基
準
に
匹
敵
す
る
。
教
職
員
の
勤

務
状
況
の
改
善
を
求
め
る
。

■答
 
　

人
員
増
は
県
に
要
望
、
市
費
特

別
支
援
教
育
支
援
員
も
増
に
努
め
る
。

業
務
の
効
率
化
に
む
け
一
人
一
台
の

パ
ソ
コ
ン
整
備
を
実
施
計
画
に
い
れ

た
い
。
校
務
分
掌
の
効
率
化
、
仕
事

内
容
の
軽
減
化
に
つ
い
て
学
校
を
指

導
し
て
い
く
。
調
査
結
果
を
教
育
委

員
に
報
告
し
改
善
等
話
し
合
い
た
い
。

志
津
霊
園
の
補
償
費
再
算
定
に
お

け
る
委
託
契
約
の
不
透
明
性
に
つ

い
て

■問
 
　

前
回
と
同
一
業
者
に
随
意
契
約

を
行
っ
た
の
は
不
適
切
と
考
え
る
が
。

■答
 
　
　

月
が
最
終
合
意
の
目
途
で
あ

１１

り
、
補
償
物
件
の
熟
知
に
よ
る
工
期

短
縮
・
経
費
削
減
を
図
る
た
め
。

※は持ち時間２時間、（　）内は会派名代表質問

個人質問
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●組合議会・委員会等
入江晶子、山口文明印旛衛生施設管理組合
川名部実印旛利根川水防事務組合
兒玉正直、中村孝治、臼井尚夫佐倉市、酒々井町清掃組合
冨塚忠雄、桐生政広佐倉市、四街道市、酒々井町葬祭組合
藤崎良次、岡村芳樹、�谷正彦佐倉市八街市酒々井町消防組合
工藤啓子千葉県後期高齢者医療広域連合
櫻井道明印旛郡市広域市町村圏事務組合
押尾豊幸佐倉市監査委員
森野　正、木原義春佐倉市農業委員

夏期に開会される議会会議中の服装については、省エネなどの観点から、上着・ネクタイの着用は自由としています。（議会運営委員会申し合わせ）

総務常任委員会 文教福祉常任委員会

経済環境常任委員会 建設常任委員会

議会の構成 各常任委員会の構成が変わりました
◎委員長　○副委員長

押尾豊幸 櫻井道明 工藤啓子 五十嵐智美　　押尾豊幸　櫻井道明  工藤啓子  五十嵐智美
中村孝治 ◎森野 正 ○上ノ山博夫 萩原陽子中村孝治  ◎森野　正 ○上ノ山博夫  萩原陽子

勝田治子 望月清義 兒玉正直勝田治子　　望月清義　　兒玉正直
中原英雄 ◎山口文明 ○柏木惠子 平野裕子　　中原英雄　◎山口文明　○柏木惠子  平野裕子

中村克几 木原義春中村克几　　木原義春　　�谷正彦谷正彦
藤崎良次 ◎岡村芳樹 ○入江晶子 小林右治藤崎良次  ◎岡村芳樹  ○入江晶子  小林右治

神田徳光 村田穣史 川名部実 小須田稔神田徳光　　村田穣史　　川名部実    小須田稔
桐生政広 ◎冨塚忠雄 ○伊藤壽子 臼井尚夫桐生政広  ◎冨塚忠雄　　○伊藤壽子　臼井尚夫

◆�
◆�
◆�
◆�
◆
◆�

議会運営委員会
初 日 �
一 般 質 問 �
常任委員会�
決算委員会�
最 終 日 �

８�
８�
９�
９�
９�
９�

月�
月�
月�
月�
月�
月�

２５�
３１�
７�
１４
１８�
３０�

日�
日�
日�
日�
日�
日�

��
��
�～１０日��
�～１７日��
�、２４日�、２５日�、２８日��
��

午後�
午前�
�
�
�

１�
１０�
時から�
時から�

8月定例会の予定 
議会を傍聴してみませんか�

�

時間は未定�

午後１時から�
☆日程は変更になることもありますので、事前にお問い合わせください。

議会事務局　�４８４―６２７９�

ケーブルネット２９６では、初日・一般質問・最終日の模様を翌日午後５時
３０分に放送します。�
【地上デジタル１１２チャンネル、アナログ５チャンネル、デジタルCATV７０１チャンネル】�

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
百
年
に
一
度

と
言
わ
れ
る
こ
の
不
況
等
々
、
そ
ん
な
中

で
も
市
民
の
方
々
の
笑
顔
を
増
や
し
、
佐

倉
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
満
足
度
を
高
め

て
い
た
だ
く
為
に
私
た
ち
議
員
は
働
い
て

い
ま
す
。
各
常
任
委
員
会
委
員
も
新
し
い

メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
委
員
会
付
託
さ
れ
た

市
の
様
々
な
問
題
を
さ
ら
に
深
く
研
究
・

審
議
し
、
市
民
に
と
っ
て
最
善
な
市
政
が

な
さ
れ
る
よ
う
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
ま
す
。

（
議
会
報
編
集
委
員　

上
ノ
山
博
夫
）

　

夏
休
み
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
特

別
な
時
間
。
勉
強
や
ク
ラ
ブ
活
動
に
忙
し

く
し
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
幸
せ
な
子
ど

も
時
代
を
過
ご
せ
て
い
る
の
か
、
と
て
も

気
に
な
り
ま
す
。
日
本
の
子
ど
も
の
貧
困

率
は　

％
。
子
ど
も
の
７
人
に
一
人
が
経

１４

済
的
に
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ど
の

子
ど
も
も
将
来
に
希
望
を
持
て
る
社
会
に

し
て
い
き
た
い
。
議
会
全
体
で
こ
の
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
議
会
報
編
集
委
員　

入
江
晶
子
）

6月定例会の議案と議決結果（議決　６月２９日）

・右欄は本会議の議決結果　◎全員賛成、○賛成多数、

�

賛成少数、※可否同数

市長提出議案　※丸数字は議案番号、白抜き数字は諮問番号

○原案可決

①平成２１年度佐倉市一般会計補正予算
歳入歳出それぞれ１億６９１万９０００円を増額補正するもの。歳出の内容は、ＪＲ
佐倉駅と京成臼井駅を結ぶ新たなバス路線開設に伴うバスベイ設置工事費、
妊婦健診に対する助成回数の拡大に伴う母子保健事業費、プレミアム付き商
品券発行事業に対する交付金、介護未経験者を雇用した介護関連事業者に研
修費の一部を助成する雇用対策事業費など。

○原案可決

②平成２１年度佐倉市介護保険特別会計補正予算
生活対策に基づく国の平成２０年度第２次補正により、介護報酬が３パーセン
ト増額改定されたことに伴い、歳入歳出それぞれ１億９５０８万４０００円を増額補
正するもの。歳出の内容は、介護報酬の増額改定に伴う、保険給付費の増。

◎原案可決
③佐倉市総合計画審議会条例の一部を改正する条例制定について
市長の附属機関である佐倉市総合計画審議会の委員の委嘱区分から市議会議
員を削除するとともに、委員の数を１５人から１０人以内に削減するもの。

○原案可決

④佐倉市ふるさとまちづくり応援のための寄附に関する条例制定について
個性豊かで活力あるふるさと佐倉のまちづくりに資するため、佐倉をふるさ
ととして応援しようとする個人又は団体から寄附金を受入れ、寄附金を財源
として各種事業を実施するに当たり、その取扱いを定めるもの。

○原案可決

⑤佐倉市ふるさと事業基金の設置、管理及び処分に関する条例等の一部を改
正する条例制定について
佐倉市ふるさとまちづくり応援のための寄附に関する条例の制定に伴い、寄
附者から指定された事業の財源となる既存の５つの基金の原資として、寄附
金を追加するもの。

○原案可決

⑥佐倉市情報公開条例及び佐倉市個人情報保護条例の一部を改正する条例制
定について
職員が職務上作成した文書に記載のある公務員の個人情報を特例的に不開示
とする規定の一部を見直し、働きかけを受けた執行機関の職員が作成した報
告書について、第三者の情報を除き、働きかけを行った相手方公務員の氏名、
発言内容等を開示するもの。

○原案可決

⑦佐倉市税賦課徴収条例の一部を改正する条例制定について
平成２１年３月３１日に公布された地方税法の改正のうち、個人市民税からの住
宅ローン特別控除など平成２２年以降に施行となる規定の整備、引用条項や字
句等の整理を行うもの。

○原案可決

⑧佐倉市スポーツ振興基金条例制定について
佐倉市ふるさとまちづくり応援のための寄附に関する条例の制定に伴い、ス
ポーツの振興に関する事業に対する寄附金を積み立て、スポーツの普及及び
振興並びに市民の体力づくり及び健康増進を図ることを目的とした資金積立
・処分型の基金を設置するもの。

◎原案可決
⑨佐倉市青年館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定について
老朽化に伴い、見晴青年館を廃止するもの。

◎原案可決
⑩佐倉市道路線の認定について
弥勒町地先の１路線を佐倉市道として認定するもの。

◎原案可決
⑪佐倉市道路線の認定について
西志津３丁目地先の２路線を佐倉市道として認定するもの。

◎原案可決
⑫佐倉市道路線の認定について
西志津５丁目地先の１路線を佐倉市道として認定するもの。

○原案可決
⑬佐倉市道路線の認定について
井野地先の１路線を佐倉市道として認定するもの。

◎原案可決
⑭佐倉市道路線の認定について
井野地先の１路線を佐倉市道として認定するもの。

◎原案可決
⑮佐倉市立西志津小学校校舎耐震補強建築工事請負契約について
佐倉市立西志津小学校校舎耐震補強建築工事について、１億２８９４万円をもっ
て新日本建設株式会社と請負契約を締結するもの。

○同　　意
⑯教育委員会委員の任命について
田邉俊彦（たなべとしひこ）氏を任命するもの。

◎同　　意
�人権擁護委員候補者の推薦について
石渡康郎（いしわたやすお）氏を再度推薦するもの。

◎同　　意
�人権擁護委員候補者の推薦について
加藤浩子（かとうひろこ）氏を再度推薦するもの。

◎同　　意
�人権擁護委員候補者の推薦について
古市庄八郎（ふるいちしょうはちろう）氏を再度推薦するもの。

請　願・陳　情　※丸数字は請願番号、白抜き数字は陳情番号

�

不 採 択
�「後期高齢者医療制度」を廃止または抜本的に見直し、安心できる高齢者
医療制度確立を求める意見書採択の請願

○採 択
�物価上昇に見合う年金の引き上げ・「生活支援金」の支給など年金制度の改
善を求める意見書採択の請願

◎採 択
�佐倉市に「ファミリーサポートセンター」事業を早急に実施することを求
める請願

○採 択�「非核日本宣言」を求める意見書採択についての請願

�

不 採 択
�青森県六ヶ所村核燃料再処理工場本格稼働による放射能汚染から食品の安
全・環境・生産者を守るための法整備を求める請願 �

不 採 択�佐倉市議会議員の報酬等引き下げを求める陳情

議 員 発 議　※丸数字は発議案番号

�

否　　決①「後期高齢者医療制度」の廃止または抜本的見直しを求める意見書
○原案可決②物価上昇に見合う年金引上げ、年金制度改善を求める意見書
○原案可決③「非核日本宣言」を求める意見書

�

否　　決
④青森県六ヶ所村核燃料再処理工場本格稼動による放射能汚染から食品の安
全・環境・生産者を守るための法整備を求める意見書 �

否　　決⑤介護保険制度における要介護度認定をやめることを求める意見書
○原案可決⑥乳幼児医療費無料化を国が制度化し、財源保障を行うことを求める意見書
○原案可決⑦子どもの貧困と格差是正を求める意見書 �

否　　決⑧農地法の「改正」に反対する意見書
※原案可決⑨消費税増税に反対する意見書
○原案可決⑩父子家庭等に対する児童扶養手当の支給等を早急に求める意見書
◎原案可決⑪志津公民館の早期改築を求める決議 �

否　　決⑫ひとり親家庭の生活支援を速やかに行うことを求める意見書 �

否　　決⑬新たな在留管理制度と外国人台帳制度の整備に対する意見書

◎原案可決
⑭核兵器廃絶に向けた取り組みの強化を求めるとともに北朝鮮の核実験に対
する抗議を要請する意見書

議議会会活活動動をを
おお知知ららせせししまますす

平成２１年度　議会報編集委員
 小須田委員　 �谷委員    入江委員   上ノ山委員
平野委員　　勝田座長　　櫻井議長　　萩原委員

●会派・各常任委員会等 平成２１年６月８日現在

議会報
編集委員会

議会運営
委員会

建　設
常任委員会

経済環境
常任委員会

文教福祉
常任委員会

総　務
常任委員会

委員会
会派

　�谷正彦山口文明桐生政広　�谷正彦◎山口文明櫻井道明
さ く ら 会

◎臼井尚夫　臼井尚夫中村克几※望月清義
　平野裕子　村田穣史

　中村孝治
　村田穣史
　川名部実

　小林右治
　木原義春

　平野裕子※押尾豊幸
　中村孝治さくら清友会

　小須田稔　岡村芳樹
　神田徳光

　小須田稔
　神田徳光

◎岡村芳樹
　

○柏木惠子
　

◎森野　正※公 明 党

　入江晶子　伊藤壽子○伊藤壽子○入江晶子※五十嵐智美市民ネットワーク
　上ノ山博夫　上ノ山博夫※藤崎良次○上ノ山博夫佐倉市民オンブズマン
　勝田治子
　（座長）○勝田治子◎　冨塚忠雄※　勝田治子新 社 会 党

　萩原陽子　萩原陽子　兒玉正直※萩原陽子日本共産党
　中原英雄　工藤啓子会派に属さない議員

議席番号順、※会派代表者、◎委員長、○副委員長

議長　櫻井　道明　副議長　兒玉　正直


